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はじめに

　CASECスコアから導き出された TOEIC予測点
と実際の TOEICスコアとの相関を調査して，今
回で３回目となる。前回の調査から検証対象デー
タ数（受験者数）が増え，今回はさらに CASEC
の受験回数も年３回になり，過去の分析結果との
比較も交えながらの統計分析を試みる。コンピュ
ータを使って容易にオンラインで受験可能な英語
能力判定試験の CASECと一般の認知度の高い
TOEIC試験のスコア結果の相関の有無を，平成
21年度に CASEC，TOEIC両方の試験をすべて受
験した本学グローバル英語学科１，２年生全員の
試験結果を対象として分析，検証する。

CASECとは

　CASEC（Computerized Assessment System for 
English Communication）は，㈶日本英語検定協会
が基礎開発し，現在，㈱教育測定研究所が開発・
運営しているインターネット上で受験できる英語
コミュニケーション能力判定テストである。会
社，学校，自宅から，インターネットに接続すれ
ば，時と場所を選ばずに受けられる。所用時間は
TOEICの120分に対し，30分～40分。オンライ
ンなので，結果は試験終了後すぐに分かり，現在
の実力や，今後の勉強の指針などが画面に表示さ
れる。
　CASECは，能力推定のアルゴリズムに IRT1）

（項目応答理論）に基づいた CAT2）（Computerized 
Adaptive Testing：コンピュータ適応型テストシス
テム）方式を採用している。CATのシステムは，
試験中にコンピュータが常に受験者の能力を計算

し，１問ごとに受験者に最適な項目を提示しなが
らテストする。故に，少ない実施項目数で，より
高精度の測定が可能となる。瞬時に計算し，能力
に合った問題を出題するには，複雑な演算も必要
とするので，コンピュータの発展で実用化された
形式といえる。開発元の実験結果からは，通常の
紙テストの40％程度の項目数で，同程度の測定
精度が得られることが確認されている。なお，こ
のテストの信頼性実験としては約500名の受験者
に，CASECと紙ベースのテスト（同じデータベ
ース内から構成されるテストセット）を両方受験
させ，何問で紙ベースのテストの信頼性と同等に
なるかを計測したものである。

CASECと TOEIC の一般的相関関係

　CASECが認知される過程においては，現時点
でのスタンダードといえる TOEICとの相関関係
が現状では必要であろう。CASECのスコアを
TOEICに換算できることで，採用する企業・学
校側も TOEICで蓄積されたデータと比較できる
からだ。その TOEICとの相関関係についてだが，
開発元によると CASECと TOEICのスコアには，
両スコアを保有する受験者，約2000名のデータ
を分析した結果，相関係数3）で0.860の関連が認
められるとのことである。TOEICとは目的や測
定方式や取得時期の違い，スコアの申告値の信頼
性なども差し引く必要があるが，0.860という値
は，高い関連性を示すと言えると判断している。
　ここで CASECと TOEICの試験内容を概観し
ておく。
CASEC：
特徴
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１．短時間（平均は約30～40分）で，測定精度
の高いテスト

２．テスト終了後，すぐにスコアが表示される
３．インターネット上で受験者の好きな時間に受
験できる

４．TOEICのスコア目安・英検級の目安等がわ
かる

測定内容
Section 1　 語彙の知識──４択，15問，配点：

250点，解答制限時間：60秒/問
Section 2　 表現の知識──４択，15問，配点：

250点，解答制限時間：90秒/問
Section 3　 リスニングでの大意把握──４択，15

問，配点：250点，解答制限時間：60
秒/問

Section 4　 具体情報聞き取り──ディクテーショ
ン（書き取り），10問，配点：250点，
解答制限時間：120秒/問

スコア（トータル1000点）と英語コミュニケー
ション能力に対するアドバイスを技能別に表示
────
TOEIC：
問題構成の特徴
・２時間で200問（990点）マークシートのテスト
・問題は，問題形式の説明を含めて英語
・リスニングは45分で100問（495点）Section I
（PartⅠ～Ⅳ）
・写真描写，応答，会話，説明文問題（リスニン
グの設問文は，一度しか流れない）
・リーディングは75分で100問（495点）Section 

II（PartⅤ～Ⅶ）
・文法・語彙誤，文訂正，読解問題
レベル スコア　 評価
　A　　860～　  Non-Nativeとして十分なコミュ

ニケーションができる
　B　　730～　  どんな状況でも適切なコミュニ

ケーションができる素地を備え
ている

　C　　470～　  日常生活のニーズを充足し，限
定された範囲内では業務上のコ
ミュニケーションができる

　　CASECスコア TOEICスコア
　　750 990
　　700 950
　　650 895
　　600 825
　　550 755
　　500 675
　　450 590
　　（CASECのSec 1～3の750に対するTOEICスコア）
　上記の CASECスコアと TOEICのスコアの対
称関係からも分かるように CASECは TOEICと
強い相関があるということを特徴にしているよう
で，過去のデータから下記の換算式を導きだして
いる。

TOEIC換算点：1.0911×CASECスコア－92.167

CASECの開発元のホームページにも，TOEIC/
CASEC点数換算表と相関グラフが掲載されてい
る。CASECの点数はいずれもセクション１～３

までの750点と TOEICのスコアの相関を取って
いる。セクション４を除外した理由としては
TOEICの方にセクション４のようなディクテー
ション形式の問題がない，そしてセクション４を
入れない方がより強い相関を示したということで
ある。ではなぜ CASECにセクション４があるの
かというと，ディクテーション形式の問題はイン
タビューテストと最も高い相関を示すために盛り
込んであるということで，その分，TOEICより
広い範囲の能力を把握しようとしているというこ
とは言えるかもしれない。それらのデータからも
もちろん相関があることは分かるが，どのくらい
のばらつきがあるのかは CASECから提供して頂
いた Figure 1を見ると分かる。なお，データは
JIEMより掲載許可を頂いたものである（株式会
社教育測定研究所 e-Testing事業部 http://www.
jiem.co.jp/）。ここでは TOEICとの相関は CASEC
の Section 1～4の合計点から計算してある。この
散布図から，受験者が TOEICで取ると思われる
得点の平均点を予想し，TOEICスコア目安とし
て提示している。予想と実際のずれが100点以内
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Figure 1　CASEC Section 4までの合計点と TOEIC (R) 自己申告得点との関係

相関係数＝0.83（対象：2003/05/01～2004/10/31の受験者：3767人）

Table 1　CASECの統計値（2009年４月）

Sec 1 Sec 2 Sec 3 Sec 4 Total

平均 125.2727 123.2364 135.2227 120.6682 504.4
標準誤差 1.582567 1.781307 1.871328 1.478227 5.337938
中央値 （メジアン） 124 120 137 118 503.5
最頻値 （モード） 123 112 144 112 540
標準偏差 23.47326 26.42105 27.75628 21.92565 79.17442
分散 550.9938 698.0717 770.4114 480.7341 6268.588
尖度 0.058931 －0.10613 0.052579 －0.32288 －0.0602
歪度 －0.12564 0.196362 －0.12863 －0.18934 0.037774
範囲 124 150 144 119 454
最小 58 57 54 59 261
最大 182 207 198 178 715
合計 27560 27112 29749 26547 110968
標本数 220 220 220 220 220
信頼区間（95.0%） 3.11901 3.510698 3.688117 2.913372 10.5203
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におさまる人は全体の約74％程度である。この
グラフはセクション１から３までの750点でな
く，CASECトータルのスコアと TOEICとの相関
を比較してある。それでも相関係数が0.83である
（係数が1.00で100％完璧な相関）。もちろんどち
らも英語のコミュニケーション能力を測るテスト
であるから正の相関があるのは当然であろう。

被験者のCASEC・TOEIC スコア

　今回の分析・検証対象となる被験者（H21年度グ
ローバル英語学科１・２年生）の CASEC・TOEIC
スコアを概観しておく。最初に2009年４月に受
験した CASECの統計値を Table 1に示す。続い
て同年９月の CASECの統計値を Table 2に示す。



Table 2　CASECの統計値（2009年９月）

Sec 1 Sec 2 Sec 3 Sec 4 Total

平均 126.5545 128.3364 141.2773 130.0727 526.2409
標準誤差 1.574669 1.614054 1.933805 1.572417 5.44393
中央値（メジアン） 125 125.5 142.5 134 522.5
最頻値（モード） 120 122 129 146 534
標準偏差 23.35612 23.94029 28.68297 23.32271 80.74652
分散 545.5084 573.1375 822.7127 543.949 6520.001
尖度 0.796326 0.813234 2.543132 3.679012 1.198848
歪度 －0.27862 －0.14604 －0.68714 －0.88389 －0.28824
範囲 144 151 216 202 574
最小 42 38 0 0 192
最大 186 189 216 202 766
合計 27842 28234 31081 28616 115773
標本数 220 220 220 220 220
信頼区間（95.0%） 3.103446 3.181067 3.811251 3.099007 10.7292

Table 3　CASECの統計値（2009年12月）

Sec 1 Sec 2 Sec 3 Sec 4 Total

平均 133.6682 128.0273 148.7773 130.7045 541.1773
標準誤差 1.590646 1.764743 1.607669 1.558715 5.368934
中央値（メジアン） 135 129 152 135 544
最頻値（モード） 148 148 161 137 616
標準偏差 23.59309 26.17537 23.84559 23.11948 79.63415
分散 556.6337 685.1499 568.6123 534.5105 6341.599
尖度 －0.05129 0.005943 0.707327 0.26167 －0.11511
歪度 －0.11554 0.021183 －0.52766 －0.516 －0.1571
範囲 130 157 150 135 401
最小 68 52 64 45 335
最大 198 209 214 180 736
合計 29407 28166 32731 28755 119059
標本数 220 220 220 220 220
信頼区間（95.0%） 3.134932 3.478053 3.168484 3.072002 10.58139

Table 4　TOEICの統計値（2009年12月）

Listening Reading Total

平均 233.5227 166.8409 400.3636
標準誤差 3.733814 3.76794 6.950906
中央値（メジアン） 225 155 382.5
最頻値（モード） 220 125 430
標準偏差 55.3814 55.88758 103.0986
分散 3067.1 3123.422 10629.32
尖度 0.72325 0.682791 1.05913
歪度 0.71012 0.831304 0.900535
範囲 310 315 600
最小 100 60 165
最大 410 375 765
合計 51375 36705 88080
標本数 220 220 220
信頼区間（95.0%） 7.358806 7.426065 13.69923
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さらに同年12月の CASECの統計値を Table 3に
示した。続いて Table 4は同じ被験者が2009年12
月に受験した TOEICの統計値を表したものであ
る。Listeningスコアの平均点が Readingスコアの
平均点をかなり上回っているので，その差が各々
の受験者でどのようになっているかを見るため
に，Listeningスコアから Readingスコアを引いた
差の値の頻度を表したものを Figure 2で示した。
Figure 2からも明らかなように昨年度同様，受験
者全般に言えることは逆にリーディングセクショ
ンのスコアがリスニングセクションのスコアをか
なり下回っていることである。これは TOEICス
コアに当初より客観的な英語能力の評価を可能と
するために導入された評価基準とも関係している
ようだが，実際にはやはりリーディング能力が，
リスニング能力より劣っていることが一因と推察
される。

検　　証

　今回の被験者は本学グローバル英語学科１，２
年生全員で，2009年４月と９月末に CASECを受
験，その後同年12月初めに TOEICを受験し，更
に2009年12月中旬にもう一度３回目の CASEC
を受験した。３回の CASEC試験と TOEIC試験
のスコア結果を基に２つの英語能力試験の相関を
考察するためにデータ分析を行った。統計分析に

先立ち，CASECのスコアから予測される TOEIC
スコアと，実際の TOEICのスコアの様子を概観
するために受験時期が近接している３回目の
CASECスコアから導きだされた TOEIC予測点か
ら実際の TOEICスコアを引いた差の値の頻度を
Figure 3で 示 し た。 実 際 の TOEIC ス コ ア と
CASECが予測したスコアの間に差がない被験者
も少しはいるようであるが，全般的には TOEIC
予測点の方が明らかに高い数値を示している。そ
こで CASECによる TOEIC予測点の信頼性も含
めて，両試験の相関を具体的に統計分析すること
で考察，検証してみる。

分　　析

　本研究では，上記被験者の TOEICスコアと
CASECスコアを用いて，CASECが TOEICと相
関関係があるかどうかを総合的に検証するために
６つの統計分析を行った。なお，相関係数とは，
２つの変数の相関関係を示す指標である。相関係
数は必ず「－1～1」の範囲に収まり，0.7以上あ
れば正の相関（片方の値が上がれば，もう片方の
値が一定の割合で上がる関係）があると考えられ
る。さらに回帰分析における R2値とは，ある現
象がその回帰式で表される確率というように考え
る。R2値は一般的には，0.5～0.8なら，回帰式
成立の可能性がありそうで，0.8以上ならばかな
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り成立の可能性が高いことを示す。（直線近似の
場合は，R2＝相関係数の２乗になる）。いずれの
回帰分析の場合も CASECスコア（CASECから
TOEICの予測点）を説明変数とみなし，英語能
力を測定するための試験としてはすでに標準化さ
れている TOEICを目的変数として扱った。回帰
分析には，重相関係数，決定係数，自由度補正済
み決定係数，Y評価値の標準誤差を計算し，参考
までに回帰式の有意性を検定するための分散分
析，回帰係数の検定と信頼区間を計算した結果も
併せて載せてある。
　まず分析１では TOEIC（2009年12月受験）の
スコアと2009年４月の CASECのスコアについて
回帰分析を行った。結果を Table 5に示す。相関
関係は0.785とかなり高い相関である。R2値も
0.616と回帰式成立の可能性を示している。決定
係数は全データの変動のうち回帰式で説明できる
割合を示しているが，この結果では約62％のデ
ータが回帰で説明できることを示している。標準
誤差は実測値と予測値の差の標準誤差を示してい
るが，約64点くらいの変動がある。
　次の分析２では，同じく2009年４月の CASEC
のスコアから予想される TOEICのスコアと実際
の TOEICのスコアについて回帰分析を行った。

結果を Table 6に示す。相関関係は0.798となり，
かなり高い相関を示した。R2値も0.637となり，
第１回 CASECスコアと TOEICスコアの相関同
様に，回帰式成立の可能性がある。決定係数は全
データの変動のうち回帰式で説明できる割合を示
しているが，この結果では約64％のデータが回
帰で説明できることを示している。標準誤差は実
測値と予測値の差の標準誤差を示しているが，約
62点くらいの変動がある。
　分析３では同じく TOEICのスコアと2009年９

月のCASECのスコアについて回帰分析を行った。
結果を Table 7に示す。相関関係は４月の CASEC
よりわずかに低い0.762となり，それでもかなり
高い相関を示している。R2値も0.58と４月の
CASECより僅かではあるが，低くなってはいる
が回帰式成立の可能性は十分ある。決定係数は全
データの変動のうち回帰式で説明できる割合を示
しているが，この結果では58％のデータが回帰
で説明できることを示している。標準誤差は実測
値と予測値の差の標準誤差を示しているが，約
67点くらいの変動がある。
　次の分析４では，９月の CASECのスコアから
予想される TOEICのスコアと実際の TOEICのス
コアについて回帰分析を行った。結果を Table 8



Table 5　CASEC（2009年４月）と TOEIC（2009年12月）の相関

回帰統計
重相関 R 0.784927
重決定 R2 0.616111
補正 R2 0.61435
標準誤差 64.02496
観測数 220

分散分析表

自由度 変動 分散 観測され
た分散比 有意 F

回帰 1 1434196 1434196 349.8726 3.27E‒47
残差 218 893624.6 4099.196

合計 219 2327821

係数 標準誤差 t P‒値 下限 95％ 上限 95％ 下限 95.0％ 上限 95.0％
切片 －115.188 27.89839 －4.12885 5.19E‒05 －170.173 －60.2032 －170.173 －60.2032
CASEC 1.022109 0.054644 18.70488 3.27E‒47 0.914411 1.129808 0.914411 1.129808

Table 6　CASEC予測点と TOEICの相関（2009年４月）

回帰統計
重相関 R 0.798167
重決定 R2 0.637071
補正 R2 0.635406
標準誤差 62.25257
観測数 220

分散分析表

自由度 変動 分散 観測され
た分散比 有意 F

回帰 1 1482988 1482988 382.6687 7.07E‒50
残差 218 844833.3 3875.382

合計 219 2327821

係数 標準誤差 t P‒値 下限 95％ 上限 95％ 下限 95.0％ 上限 95.0％
切片 2.139518 20.78526 0.102934 0.91811 －38.8263 43.10531 －38.8263 43.10531
TOEIC換算点 0.896809 0.045845 19.56192 7.07E‒50 0.806454 0.987165 0.806454 0.987165
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に示す。相関関係は0.79となり，４月同様の高い
数値を示した。R2値も同様に0.624と回帰式成立
の可能性が高い。決定係数は全データの変動のう
ち回帰式で説明できる割合を示しているが，この
結果ではおよそ62％のデータが回帰で説明でき
ることを示している。標準誤差は実測値と予測値
の差の標準誤差を示しているが，これも４月の値
に近い約63点くらいの変動がある。
　分析５でも同じく TOEICのスコアと2009年12

月のCASECのスコアについて回帰分析を行った。
結果を Table 9に示す。相関関係は0.81となり，
初めて0.8を超える高い数値を示した。R2値も同
様に0.658と回帰式成立の可能性がかなり高くな
っている。決定係数は全データの変動のうち回帰
式で説明できる割合を示しているが，この結果で
はおよそ66％のデータが回帰で説明できること
を示している。標準誤差は実測値と予測値の差の
標準誤差を示しているが，約60点くらいの変動



Table 7　CASECと TOEICの相関（2009年９月）

回帰統計
重相関 R 0.761839
重決定 R2 0.580398
補正 R2 0.578473
標準誤差 66.93684
観測数 220

分散分析表

自由度 変動 分散 観測され
た分散比 有意 F

回帰 1 1351063 1351063 301.5402 5.47E‒43
残差 218 976757.8 4480.54

合計 219 2327821

係数 標準誤差 t P‒値 下限 95％ 上限 95％ 下限 95.0％ 上限 95.0％
切片 －111.526 29.82184 －3.73975 0.000235 －170.302 －52.7502 －170.302 －52.7502
CASEC 0.972729 0.056017 17.36491 5.47E‒43 0.862325 1.083133 0.862325 1.083133

Table 8　CASEC予測点と TOEICの相関（2009年９月）

回帰統計
重相関 R 0.790086
重決定 R2 0.624235
補正 R2 0.622511
標準誤差 63.34387
観測数 220

分散分析表

自由度 変動 分散 観測され
た分散比 有意 F

回帰 1 1453108 1453108 362.1501 3.16E‒48
残差 218 874713.2 4012.446

合計 219 2327821

係数 標準誤差 t P‒値 下限 95％ 上限 95％ 下限 95.0％ 上限 95.0％
切片 －3.28932 21.63679 －0.15202 0.879308 －45.9334 39.35474 －45.9334 39.35474
TOEIC換算点 0.858836 0.04513 19.03024 3.16E‒48 0.769889 0.947783 0.769889 0.947783
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がある。
　次の分析６では，12月の CASECのスコアから
予想される TOEICのスコアと実際の TOEICのス
コアについて回帰分析を行った。結果を Table 10
に示す。相関関係は今回の調査分析の中で一番高
い0.827となり，とても高い相関を示している。
R2値も0.683と一番高い値を示し，回帰式成立の
可能性が十分ある。決定係数は全データの変動の
うち回帰式で説明できる割合を示しているが，こ

の結果では68％のデータが回帰で説明できるこ
とを示している。標準誤差は実測値と予測値の差
の標準誤差を示しているが，これは調査中最小の
値である約58点くらいの変動である。
　今回の６つの分析結果を見ると，昨年度の平均
結果（平均：0.8095）に非常に近い CASECスコ
アと実際の TOEIスコアとの相関関係（平均：
0.801）が示された。また初年度の平均結果
（0.7815）も上回っている。同様に６つの回帰分



Table 9　CASECと TOEICの相関（2009年12月）

回帰統計
重相関 R 0.810992
重決定 R2 0.657708
補正 R2 0.656138
標準誤差 60.45674
観測数 220

分散分析表

自由度 変動 分散 観測され
た分散比 有意 F

回帰 1 1531027 1531027 418.8837 1.18E‒52
残差 218 796793.8 3655.017

合計 219 2327821

係数 標準誤差 t P‒値 下限 95％ 上限 95％ 下限 95.0％ 上限 95.0％
切片 －167.847 28.06039 －5.98164 8.96E‒09 －223.152 －112.543 －223.152 －112.543
CASEC 1.049953 0.051301 20.46665 1.18E‒52 0.948845 1.151062 0.948845 1.151062

Table 10　CASEC予測点と TOEICの相関（2009年12月）

回帰統計
重相関 R 0.826727
重決定 R2 0.683478
補正 R2 0.682026
標準誤差 58.13644
観測数 220

分散分析表

自由度 変動 分散 観測され
た分散比 有意 F

回帰 1 1591015 1591015 470.7359 2.28E‒56
残差 218 736806.4 3379.846

合計 219 2327821

係数 標準誤差 t P‒値 下限 95％ 上限 95％ 下限 95.0％ 上限 95.0％
切片 －30.999 20.26439 －1.52973 0.127534 －70.9382 8.940204 －70.9382 8.940204
TOEIC換算点 0.884434 0.040764 21.69645 2.28E‒56 0.804092 0.964776 0.804092 0.964776

CASECと TOEICの相関に関して ⑶（上田）
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析結果の R2値もすべて回帰式成立の可能性がと
ても高いことが判明（58％～68％）し，本研究の
目的である両試験の相関は昨年度同様認められた
と言えよう。なお，昨年より上がったが，実際の
TOEICのスコアより58点～67点の範囲で CASEC
の予測点が高い数字を出す可能性があることも記
しておく。

おわりに

　昨年度の分析の結果と同様に，CASECスコア
と TOEICスコア間の数値上の相関は検証された。
しかし昨年同様，CASECのスコアから予測され
る TOEICスコアは受験者のリーディング能力を
十分に反映していない可能性がある。この２つの
試験の出題形式（問題構成の特徴を参照）を比較
すると，CASECの試験の内容は必ずしも TOEIC
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のリーディングセクションの出題形式に沿った問
題内容にはなっていない。つまり TOEICに設定
されているリーディングプロパーの問題形式がな
いのである。もちろんこの点を考慮して平成22
年度からは CASECにもリーディング問題が導入
される予定であると聞いている。リーディング問
題を含んだ新 CASEC試験を用いて TOEICとの
相関を次回は検証できればと考えている。

注

１） IRT「項目応答理論（Item Response Theory）」は，
従来の素点を基礎とした評価（合計点/平均点/偏差
値など）では実現不可能であった，受験者集団やテ
スト問題などに依存しない「絶対尺度の評価」を可
能とした新しいテスト理論である。事前に行った予
備テストデータから算出した各問題の特性値（難易
度，識別力など）をもとに，新規受験者の能力を絶
対尺度上で推定しようとするものである。

２） CAT「コンピュータ適応型テストシステム
（Computerized Adaptive Testing）」は，受験者のそれ
までの問題に対する解答情報に基づいて，次に出題
する問題を既存の問題群から選出していくようなテ
ストである。

  CASECでは，それまでの問題に対する正誤情報
をもとに，次に出題する問題の難易度を調整してい
る。この手法を用いることで，受験者にとって極端
に難しい問題や，易しい問題の出題を避けることが
できる。自分の実力にふさわしい問題だけを解いて

いくため，従来の紙のテストと比較して少ない問題
数で精度の高い測定が可能となっている。

３） 相関係数とは，２つの変数の直線的な関係の強さ
および向きを表す指標で，２つの変数の関係が完全
に線形であれば，相関係数の絶対値が１になる。

 　一方の値が大きいほど他方の値も大きいという場
合には相関係数の符号が正になり，一方の値が大き
いほど他方の値が小さいという場合には符号が負に
なる。相関係数の値の解釈だが，心理学や教育学で
は一般に次のように解釈している（肥田野 1961）。

  0.00～±0.20　ほとんど相関がない
  0.20～0.40（－0.20～－0.40）　低い相関がある
  0.40～0.70（－0.40～－0.70）　かなり相関がある
  0.70～1.00（－0.70～－1.00）　高い相関がある

参考文献

Bachman, Lyle F. 1990. Fundamental Considerations in 
Language Testing. Oxford University Press.

Bachman, Lyle F. and A. S. Palmer. 1996. Language 
Testing in Practice. Oxford University Press.

Hatch, Evelyn and Anne Lazaraton. 1991. The Research 
Manual. Newbury House Publishers.

TOEIC運営委員会　2000『TOEIC公式ガイド＆問題
集』㈶国際ビジネスコミュニケーション協会
林規生　2001「英語能力測定における CATの適応例
と効果測定」『計測と制御』40 (8)， pp. 572‒575．
肥田野直，瀬谷正敏，大川信明　1961『心理教育統計
学』培風館



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


